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イネは日本をはじめ世界的に重要な作物であり、
病原体によるイネの病気を防ぐ研究は、日本のみ
ならず世界的に見ても将来の食糧確保のために
非常に重要な研究である。しかしながら、イネの
病原体に抵抗する遺伝子レベルでのメカニズム
は未解明の部分が多い。

耐病性強化イネの作出
本研究で発見した新規イネ病害抵抗性機構に関与する揮発性物質合成酵素遺伝子を過剰
発現させ、耐病性を強化したイネの作出に成功し、揮発性物質が植物の生存戦略に必須の
物質であることが証明された。

三者間相互反応研究からイネの病害抵抗性メカ
ニズムを解明する事自体が独創的である。また、
本研究関連分野が学術的、応用的に重要なも
のであると国際的にも認識され、高いレベルのも
とで研究が進んでいるが、イネを用いた遺伝子レ
ベルでの解析を進めているのは、国内外を通じて
ほとんどない。

代表論文：Plant Cell and Environment, 37, 451-461, 
(2014)
新聞：朝日新聞朝刊「讃岐ひと模様」(２０１１年３月１４日）
一般雑誌：昆虫と自然「植物‐植食性昆虫‐植物病原菌
の新たな三者間相互作用」(２０１１年２月号）

今後の世界的な人口増加と食糧事情を考え
ると、遺伝子組換え技術等を用いた育種は、
高機能作物の開発という面で必要不可欠に
なってくると思われる。特にイネはアジア諸国

の主食となっているので、本研究成果によっ
て発見された重要な遺伝子が、今後の食糧
増産技術開発の際に活用される可能性があ
る。

揮発性物質合成酵素遺伝子過剰発現イネに見
られる白葉枯病抵抗性　
WT：野生型；Line13,14,33：揮発性物質合成
酵素遺伝子過剰発現イネ．白葉枯病菌接種後２
週間の病徴写真。


